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写真(集合写真、講義写真、実技写真含む 4枚程度)  
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2025 年度 

Dライセンスコーチ養成講習会 中濃コース 報告書 

日  程 ： 2025 年 11 月 1日(土) 

場 所 ： 講義会場：錦津コミュニティーセンター  実技会場：蘇水多目的グラウンド 

参 加 者 ： 26 人 

チューター ： 吉田 敬 ・ 野村 次郎 

【参加者の感想】 

チュータ吉田 敬 ・ 川田 和宏 ・ 野村 次郎 

【受講生の感想】 

 

 

 

【担当チューターより成果と課題】 

 

 

【担当チューターより成果と課題】 

 

 

 

 

【講義・実技の様子】 

参加者の方の学ぶ意欲が高く、講義では積極的なディスカッションを行なっていただきました。選
手のために自分自身が成長したいという強い思いを感じる指導者の方々の姿に刺激をいただきまし
た。「指導者は選手の未来に触れている」という言葉を皆さんと共有させていただきました。指導者
として常に選手のために何ができるのか考え続けて岐阜県から日本を代表する選手を育成していき
ましょう。 

吉田 敬 
 

●セーフガーディングの講義を受講してチームとしての方針を保護者と共有し常にコミュニケーション
を欠かさないことの大切さを学びました。また、指導者として常にアップデートする意識を忘れずに選手
と共に成長できる指導者になりたいです。選手達には『今日も楽しかった！』と言ってもらえる指導をす
るために選手が自ら考え達成感や充実感を与えられる練習メニューと雰囲気作りを意識して今後の練習
に取り組みたいです。 

成瀬翔太さん(瑞浪スパローズ) 
 

●選手が安心してサッカーを学べる環境作りをするために指導者としての適切な言動はもちろんのこと、
メディカルや発育発達などの知識を学ぶことが必要であると感じる講義でした。指導者としてオープンマ
インドに心掛け、選手や保護者と同じ目線で何でも言い合える関係を築き、相手へのリスペクトを忘れず
ない指導者になりたいで感じました。 

三輪秀幸さん 
 
●セーフガーディングの講義を学び、指導者として  正しい人〉であることが改めて大切であると気付か
されました。選手を成長させられる指導者になるために常に学び続けたいと感じました。また、保護者と
選手が安心してサッカーに取り組める環境を作るために常にコミュニケーションを大切にしたいです。 

小柴陽平さん(緑陽 JFC) 


